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党

県

政

報

告

県

政

報

告

福
島
空
港
建
設
の
歴
史
的
総
括
と

閉
鎖
も
含
め
た
検
討
を
―
藤
川
県
議

福
島
空
港
建
設
は
、
１
９
７
０
年
の
木
村
県
政
第
二
次
県
長
期
総
合
計
画
に
お
け

る
空
港
検
討
か
ら
始
ま
り
、
１
９
７
７
年
、
松
平
県
政
の
第
三
次
長
期
計
画
で
「
中

通
り
に
空
港
を
」
と
空
港
つ
く
り
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
官
民
上
げ
て
の
空
港
建
設
世
論
つ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
県
内
の

空
港
待
望
論
と
は
裏
腹
に
、
１
９
７
７
年
の
運
輸
省
航
空
局
の
調
査
で
は
、
利
用
予

想
が
年
間

万
人
と
い
う
少
な
い
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
１
９
７
９
年
に
、
県

10

、

、

が
お
こ
な
っ
た
交
通
体
系
計
画
調
査
で
は

１
０
０
万
人
以
上
が
利
用
す
る
と
さ
れ

国
の
調
査
の

倍
も
の
過
大
な
利
用
予
測
数
が
は
じ
き
だ
さ
れ
た
の
で
す
。
建
設
費

10

に
は
付
帯
設
備
も
含
め
、
６
６
２
億
９
９
０
０
万
円
、
管
理
費
に
年
間
約
５
億
円
、

利
活
用
促
進
関
連
費
は
約
１
億
５
０
０
０
万
円
で
す
が
、
使
用
料
収
入
な
ど
は
年
間

２
億
円
足
ら
ず
で
、
収
支
差
額
は
毎
年
４
～
５
億
円
も
の
赤
字
を
出
し
続
け
て
き
ま

し
た
。

福
島
空
港
は
最
初
か
ら
赤
字
運
営
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
と
し
て
、
行
き
詰
ま
っ

て
い
た
の
で
す
。

空
港
づ
く
り
が
過
大
な
利
用
予
測
に
よ
る
大
型
事
業
で
あ
っ
た
事
を
総
括
し
、
今

後
の
空
港
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
閉
鎖
も
視
野
に
入
れ
検
討
す
べ
き
で
す
。

日
本
共
産
党
福
島
県
議
会
議
員
団

県
庁
内
控
室

福
島
市
杉
妻
町
２
の
１
６

電

話

０
２
４
・
５
２
１
・
７
６
１
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０
２
４
・
５
２
３
・
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２
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６
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９月定例
県 議 会

食
の
安
全
に
関
わ
っ
て
は
、

食
の
安
全
に
関
わ
っ
て
は
、

汚
染
米
不
正
流
通
事
件
を
取
り

汚
染
米
不
正
流
通
事
件
を
取
り

上
げ
、
年
間

万
ト
ン
も
の
Ｍ

上
げ
、
年
間

万
ト
ン
も
の
Ｍ

7777

、、

Ａ
米
を
輸
入
し
続
け
た
こ
と
と

Ａ
米
を
輸
入
し
続
け
た
こ
と
と

米
の
販
売
を
届
出
さ
え
す
れ
ば

米
の
販
売
を
届
出
さ
え
す
れ
ば

誰
も
が
参
入
で
き
る
よ
う
規
制

誰
も
が
参
入
で
き
る
よ
う
規
制

緩
和
し
た
こ
と
に
根
本
原
因
が

緩
和
し
た
こ
と
に
根
本
原
因
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
。
義
務
で
は

あ
る
こ
と
を
指
摘
。
義
務
で
は

な
い
Ｍ
Ａ
米
の
輸
入
中
止
を
国

な
い
Ｍ
Ａ
米
の
輸
入
中
止
を
国

に
求
め
る
べ
き
と
県
を
質
し
ま

に
求
め
る
べ
き
と
県
を
質
し
ま

し
た
。

し
た
。

さ
ら
に
、
学
校
給
食
や
県
立

さ
ら
に
、
学
校
給
食
や
県
立

病
院
、
県
立
社
会
福
祉
施
設
へ

病
院
、
県
立
社
会
福
祉
施
設
へ

の
安
全
な
食
材
使
用
と
、
食
料

の
安
全
な
食
材
使
用
と
、
食
料

自
給
率
向
上
の
た
め
に
国
へ

自
給
率
向
上
の
た
め
に
国
へ

農
産
物
の
価
格
保
障
を
求
め

農
産
物
の
価
格
保
障
を
求
め

る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

大
型
事
業
の

大
型
事
業
の

思
い
切
っ
た
見
直
し
を

思
い
切
っ
た
見
直
し
を

教
育
費
不
足
の
一
方
、

教
育
費
不
足
の
一
方
、

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
は
凍

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
は
凍

結
せ
ず
、
小
名
浜
東
港
整

結
せ
ず
、
小
名
浜
東
港
整

備
事
業
は
昨
年
度
の
２
・

備
事
業
は
昨
年
度
の
２
・

３
倍
の
予
算
で
あ
る
こ
と

３
倍
の
予
算
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
。

を
指
摘
。

ま
た
、
旧
緑
資
源
機
構

ま
た
、
旧
緑
資
源
機
構

の
幹
線
林
道
事
業
は
地
球

の
幹
線
林
道
事
業
は
地
球

温
暖
化
防
止
対
策
に
逆
行

温
暖
化
防
止
対
策
に
逆
行

す
る
大
規
模
事
業
で
、
自

す
る
大
規
模
事
業
で
、
自

治
体
財
政
負
担
に
も
な
る

治
体
財
政
負
担
に
も
な
る

こ
と
を
指
摘
し
、
凍
結
あ

こ
と
を
指
摘
し
、
凍
結
あ

る
い
は
見
直
し
を
求
め
ま

る
い
は
見
直
し
を
求
め
ま

し
た
。

し
た
。

空
港
は
閉
鎖
も
検
討
を

空
港
は
閉
鎖
も
検
討
を

、、

福
島
空
港
に
つ
い
て
は

福
島
空
港
に
つ
い
て
は

空
港
建
設
に
至
る
歴
史
的

空
港
建
設
に
至
る
歴
史
的

経
緯
も
解
明
し
、
毎
年
４

経
緯
も
解
明
し
、
毎
年
４

億
か
ら
５
億
円
も
の
赤
字
運

億
か
ら
５
億
円
も
の
赤
字
運

営
で
あ
り
、
事
業
と
し
て
行

営
で
あ
り
、
事
業
と
し
て
行

き
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指

き
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
ま
し
た
。

摘
し
ま
し
た
。

赤
字
を
理
由
に
県
立
病
院

赤
字
を
理
由
に
県
立
病
院

や
福
祉
施
設
の
民
間
委
託
を

や
福
祉
施
設
の
民
間
委
託
を

進
め
、
空
港
だ
け
は
、
赤
字

進
め
、
空
港
だ
け
は
、
赤
字

で
も
運
営
を
続
け
る
こ
と
は

で
も
運
営
を
続
け
る
こ
と
は

県
民
の
理
解
を
得
ら
れ
ま
せ

県
民
の
理
解
を
得
ら
れ
ま
せ

ん
。
閉
鎖
も
視
野
に
入
れ
た

ん
。
閉
鎖
も
視
野
に
入
れ
た

検
討
を
す
べ
き
と
見
解
を
問

検
討
を
す
べ
き
と
見
解
を
問

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

労
働
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
を

労
働
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
を

藤
川
議
員
は
県
内
企
業
へ

藤
川
議
員
は
県
内
企
業
へ

の
訪
問
活
動
を
ふ
ま
え
、
県

の
訪
問
活
動
を
ふ
ま
え
、
県

内
に
激
増
す
る
派
遣
労
働
に

内
に
激
増
す
る
派
遣
労
働
に

つ
い
て
の
実
態
調
査
を
提
案

つ
い
て
の
実
態
調
査
を
提
案

し
、
京
都
府
で
実
施
し
て
い

し
、
京
都
府
で
実
施
し
て
い

る
労
働
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
事
業

る
労
働
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
事
業

の
よ
う
な
、
問
題
解
決
に
至

の
よ
う
な
、
問
題
解
決
に
至

る
窓
口
の
設
置
や
「
労
働
ガ

る
窓
口
の
設
置
や
「
労
働
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
を
求

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
を
求

め
ま
し
た
。

め
ま
し
た
。

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
（
Ｍ
Ａ
米
）

中
止
求
め
る
意
見
書
全
会
一
致
採
択

一般質問する藤川県議（１０月３日）

旧緑資源機構の幹線林道、飯豊・桧枝岐線、米沢・下郷線の工事状況を視察しま

した。道なき山中に道をつくるムダな事業であることが改めてはっきりしました。

地球温暖化防止策に逆行する大規模事業であり、県、地元自治体財政の大きな負担

になる旧緑資源幹線林道事業は、きっぱりやめるべきです。

道なき山中に道をつくる

大規模林道はやめよ

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、

「
事
故
米
対
策
の
強
化
と
ミ

「
事
故
米
対
策
の
強
化
と
ミ

ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入

ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入

」

、

」

、

中
止
を
求
め
る
意
見
書

と

中
止
を
求
め
る
意
見
書

と
」」

６
月
に
県
農
民
連
が
提
出
し

６
月
に
県
農
民
連
が
提
出
し

た
「
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米

た
「
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米

の
輸
入
中
止
を
求
め
る
意
見

の
輸
入
中
止
を
求
め
る
意
見

書

（
わ
が
党
も
紹
介
議
員
と

書

（
わ
が
党
も
紹
介
議
員
と

書書
」」

な
っ
た
）
も
全
会
一
致
で
採

な
っ
た
）
も
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
意
見
書
の
採
択
を
求
め

こ
の
意
見
書
の
採
択
を
求
め

る
請
願
は
、
福
島
県
農
業
会
議

る
請
願
は
、
福
島
県
農
業
会
議

（
太
田
豊
秋
会
長
・
全
国
農
業

（
太
田
豊
秋
会
長
・
全
国
農
業

会
議
所
会
長
）
が
提
出
し
た
請

会
議
所
会
長
）
が
提
出
し
た
請

願
で
す
。

願
で
す
。

こ
の
間
、
共
産
党
は
「
農
業

こ
の
間
、
共
産
党
は
「
農
業

再
生
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
、
Ｊ

再
生
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
、
Ｊ

Ａ
な
ど
の
農
業
団
体
の
方
々
と

Ａ
な
ど
の
農
業
団
体
の
方
々
と

の
懇
談
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

の
懇
談
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
な
ど
で
共
同
を
広
げ
て
き
ま

催
な
ど
で
共
同
を
広
げ
て
き
ま

飯豊・檜枝岐線「一の木区間」の飯豊連峰の稜線の下にポッカリと口を開け
ているトンネルの前で（10月23日）

し
た
。

し
た
。年

に
公
約
を
破
っ
て
輸

年
に
公
約
を
破
っ
て
輸

9494
入
が
始
ま
っ
た
と
き
、
自
由

入
が
始
ま
っ
た
と
き
、
自
由

化
に
反
対

化
に
反
対

し
公
約
を

し
公
約
を

守
っ
た
の

守
っ
た
の

は
共
産
党

は
共
産
党

だ
け
で
し

だ
け
で
し

た
。
た
。



切実な願い担って行動する共産党県議団切実な願い担って行動する共産党県議団

最
終
日
の

月

日
、
神
山
県

10

10

議
が
、
知
事
提
出
議
案

年
度
福

08

島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
対

す
る
反
対
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。。

９
月
補
正
の
総
額
は
約

億
円

18

県
立
学
校
の
耐
震
改
修
費
や
、
ア

ス
ベ
ス
ト
の
調
査
費
、
稲
ホ
ー
ル

ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
へ
の
経
費

な
ど
県
民
の
安
全
安
心
に
必
要
な

、

、

予
算
も
あ
り
ま
し
た
が

一
方
で

県
民
に
は
不
要
不
急
の
ム
ダ
な
人

工
島
・
小
名
浜
東
港
に
１
億
２
６

０
０
万
円
の
増
額
補
正
も
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

東
港
に
は
、
当
初
予
算
と
の
累

計
で
８
億
４
２
０
０
万
円
（
う
ち

県
費
約
６
億
円
）
も
の
税
金
が
つ

ぎ
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

法
人
県
民
税
が
大
幅
に
落
ち
込
ん

で
、
１
０
０
億
円
も
減
額
補
正
さ

●採択された意見書（全会一致）

◇「太陽光発電システムのさらなる普及促進を求める意

見書」

◇「道路財源の『一般財源化』に関する意見書」

◇「雇用促進住宅の退去困難者への支援強化に関する意

見書」

◇「学校耐震化に関する意見書」

◇「ヒトＴ細胞白血病ウイルス１型（ＨＴＬＶ－１）関

連疾患に関する意見書」

◇「タクシー事業の規制緩和の見直しを求める意見書」

◇「燃料価格高騰により危機に瀕するトラック運送業界

の経営安定を求める意見書」

◇「事故米対策の強化とミニマムアクセス米の輸入中止

を求める意見書」

◇「 協同労働の協同組合化』(仮称)の速やかなる制定を『

求める意見書」

●党が紹介議員になった請願・意見書の扱いについて

党県議団が紹介議員となった新規意見書「後期高齢者

医療制度廃止法案の成立を求める意見書 県社保協 介」（ ）、「

護療養病床廃止の中止を求める意見書 （県保険医協会）」

と、新規請願「肺炎球菌ワクチンへの公費助成を求める

ことについて （県保険医協会 「学校給食への汚染輸入」 ）、

米食材使用事件をふまえ、地産地消と手づくりにこだわ

った安全・安心の学校給食を求めることについて （新日」

本婦人の会県本部 「重度心身障害者医療費助成制度の）、

改善を求めることについて （県社保協 「株式会社クリ」 ）、

ーンテックの産廃処分場第二期工事計画の県審査につい

て （反対同盟）の６件が提出されましたが、いずれも継」

続扱いとされました。また、県農民連から６月に提出さ

れていた「ミニマムアクセス米の輸入中止を求める意見

書」は趣旨採択となりました。

れ
た
こ
と
か
ら
み
て
も
矛
盾

し
て
い
る
と
批
判
し
ま
し

た
。

教
育
予
算
不
足
を

全
会
派
が
指
摘

県
が
、

年
代
半
ば
か

90

ら
進
め
て
き
た
小
名
浜
東
港

や
空
港
滑
走
路
延
長
、
あ
ぶ

く
ま
高
原
道
路
・
ト
ラ
ハ
イ

な
ど
の
大
規
模
開
発
で
つ
く

っ
た
借
金
の
ツ
ケ
と
、
国
の

「
三
位
一
体
」
改
革
に
よ
る

交
付
金
等
の
大
幅
削
減
分

が
、
県
民
や
職
員
に
し
わ
よ

せ
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
教
育
予
算
は
、

％
～

10

％
ず
つ
も
毎
年
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ

14ン
グ
が
か
け
ら
れ
、
学
校
現
場
で
困

難
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
神
山
議
員

は

「
今
議
会
で
は
、
共
産
党
か
ら

、
自
民
党
ま
で
の
全
会
派
か
ら
教
育
予

算
の
増
額
を
求
め
る
質
問
が
出
さ
れ

」

、

た

と
指
摘
し

東
港
建
設
よ
り

も
子
ど
も
た
ち

の
教
育
予
算
を

優
先
す
べ
き
と。

強
調
し
ま
し
た

自民・民主・社民・公

明が

欧州海外視察
を中止

一人約100万円、総額1600

万円の費用（税金）をかける二

つの調査団の海外視察は中

止となりました。県民の危機的

暮らしと営業の

状況、厳しい県

財政を考えれ

ば当然です。

さ
ら
に
神
山
議
員
は

「
石
炭
船

、

が
増
え
て
い
る
か
ら
新
し
い
東
港
の

建
設
が
必
要
だ
と
い
う
の
は
、
県
の

」

。

温
暖
化
戦
略
と
矛
盾
す
る

と
指
摘

石
炭
は
、
火
力
発
電
所
の
燃
料
と
し

て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

年
05

県
の
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
は

年
比
で

90

・
２
％
と
、
全
国

都
道
府
県
で

37

47

増
加
率
ワ
ー
ス
ト
１
で
し
た
。

、

、

今
年
９
月

斉
藤
環
境
大
臣
は

環
境
ア
セ
ス
手
続
き
中
の
小
名
浜
火

力
発
電
所
計
画
に
つ
い
て
「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑
制
が
い
わ
れ
て
い
る
と
き

に
、
こ
の
よ
う
な
計
画
が
国
民
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
と
は
思
え
な
い
」
と

発
言
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
石
炭
の
約
半

（

）

分
で
済
む
液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

へ
の
転
換
を
事
業
者
へ
求
め
れ
ば
、

県
の
温
暖
化
防
止
と
石
炭
船
の
沖
待

ち
問
題
の
解
消
に
つ
な
が
る
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
２
増
加
率
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
の
本
県
が

石
炭
火
発
の
た
め
に
東
港
づ
く
り
？

反対討論する神山県議（10月10日）

原油高騰対策申し入れ

８月１日、原油高騰対策、特に

直接補てんを申し入れ。宮本し

づえ、山田ゆたか両氏も同席し

ました （写真・右）。

教員採用口利き問題で申し入れ
９月５日、教育長と県議会議長に申
し入れました （写真・左）。

青年雇用で懇談

７月２７日、青年雇用フェスタ実行委

員会のみなさんとともに、青年労働者

の実態を知ってもらおうと県の担当者

と懇談しました （写真・右）。


